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● 学長との懇談の報告

● ハラスメント防止

和田学長に新執行部の
ご挨拶をしてきました。

１０月２８日、今年度の組合役員を代表

して、和田隆志学長を表敬訪問し、併せて

懇談を行ってきました。限られた時間では

ありましたが、今後の組合と大学の協力関

係について要望を伝えました。

まず、組合として良好な職場環境となる

ように要求をしていくので、大学としても

誠実に対応していただきたいとお願いしま

した。要求が全て認められるとは考えてい

ないものの、大学として受け入れられない

場合でも丁寧な説明をしてほしいと申し入

れました。最近は、組合と事務レベルで情

報共有や認識の共有確認を行うために、適

宜話し合いの場を設けています。今後もこ

うした関係を維持してほしいとお願いしま

した。

組合側からの具体的な話題提供は４つで

した。①廃止される方向の学生寮について、

現在の大学の説明では学生が納得できてい

ないため、引き続き学生との話し合いの場

をもってより良い解決を目指してほしいと

伝えました。②学生が自身の成績について、

受講した全ての授業への授業評価アンケー

トに答えないと開示されなくなっているこ

とについてです。これでは、任意のはずの

アンケート回答が必須となり、十分考えず

に回答する「無気力回答」が増加すること

は避けられないため、アンケートの本来の

意味が失われ、授業改善の参考にならなく

なってしまう問題を指摘しました。③本学

の教育・研究を少なくない部分で支えてい

る非常勤職員の待遇改善を速やかに検討し

てほしいとお願いしました。④留学生対応

について組織・スタッフの増強の必要性を

訴えました。

和田学長が、組合側からの要望をじっく

りと聞きながら、頷かれている姿が印象的

でした。学長からは、たくさんの問題提起

をしてもらったので、検討していきたいと

の回答がありました。今回の訪問を通じて、

学長が、思いつきなどではなく、熟慮の上

で大学の方向性を判断しようとされている

ことが窺われました。

国立大学法人を取り巻く内外の環境が厳

しさを増す中、新たに打ち出されてくる大

学の方針について、組合としても批判すべ

き点は批判し、より良い提案を積極的に行っ

ていくことで、諸課題の解決、働きやすい

職場環境づくりを目指していきたいと思い

ます。そのためには、皆さまの「声」が欠

かせません。疑問・要望を組合にお寄せく

ださいますよう、お願い申し上げます。組

合に加入されていない方は、ぜひご加入し

てください。

報告 上田 長生 （執行委員）
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必要以上に長時間にわたる厳しい叱責を行う。
他の労働者の前で、大声で威圧的な叱責を行う。


